
佐世地区民体育大会（大東町）

９月定例会報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
主な議案と結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
委員会報告

議会報告会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
一般質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８～14
委員会視察報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15～16

●
●
●

●
●
●

平成23年　9月定例会

2011.10.20
No.27

決算審査特別委員会、総務常任委員会、教育民生常任委員会、
産業建設常任委員会、議会改革プロジェクト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４～６

◆ 発行：島根県雲南市議会　◆ 編集：議会広報編集委員会　◆ 住所：島根県雲南市木次町木次 1012-1

元気いっぱ
い

雲南っ子
元気いっぱ

い

雲南っ子



黒字
決算

増額
補正

平成22年度決算　特別会計
実質収支　　5,100万円黒字決算

平成22年度決算　一般会計
実質収支　２億5,500万円黒字決算
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９月定例会  全議案可決９月定例会  全議案可決９月定例会  全議案可決
　９月定例会は、９月２日から27日までの26日間の会期で開きました。今定例会には、市長か

ら提案された23年度の補正予算や条例改正、22年度の各会計決算など37議案をはじめ、陳情審

査１件、議員発議の意見書２件について活発な議論が行なわれ、いずれも原案のとおり可決・認

定しました。

施策マネジメントシートとは・・・

事務事業マネジメントシートとは・・・

政策の目的を達成するための課題を示したもので，平成22年度においては36の施
策があります。施策ごとに，市民サービスがどのくらい進んだか，まちづくりが
どのくらい進んだかという成果の達成度を評価した評価表のことです。

施策の目的を達成するための具体的な手段で，888の事務事業があります。各事務事
業の活動実績から費用対効果等を評価し，改革・改善につなげる評価表のことです。
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【条例・規約】 採決結果 採決状況 【平成 22 年度決算認定】 採決結果 採決状況

法律改正に伴う税条例の一部改正 可決 全会一致 一般会計 認定 賛成多数

選任による農業委員を推薦する団体を増

やす条例改正（雲南市土地改良区が増）
可決 全会一致

国民健康保険事業特別会計 認定 賛成多数

老人保健特別会計 認定 全会一致

工業用水道料金減額改定の条例改正 可決 全会一致 後期高齢者医療事業特別会計 認定 全会一致

【承認・諮問】 採決結果 採決状況 農業労働災害共済事業特別会計 認定 全会一致

一般会計補正予算専決処分※1 承認 全会一致 簡易水道事業特別会計 認定 全会一致

人権擁護委員を推薦することへの意見（2件） 適任 全会一致 生活排水処理事業特別会計 認定 全会一致

【平成 23 年度予算関連】 採決結果 採決状況 財産区特別会計 認定 全会一致

一般会計補正予算 可決 全会一致 土地区画整理事業特別会計 認定 全会一致

国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 賛成多数 ダム対策事業特別会計 認定 全会一致

簡易水道事業特別会計補正予算 可決 全会一致 清嵐荘事業特別会計 認定 全会一致

生活排水処理事業特別会計補正予算 可決 全会一致 水道事業会計 認定 全会一致

ダム対策事業特別会計補正予算 可決 賛成多数 工業用水道事業会計 認定 全会一致

清嵐荘事業特別会計補正予算 可決 全会一致 公立雲南総合病院組合事業会計 認定 全会一致

水道事業会計補正予算 可決 全会一致 【報告事項】

工業用水道事業会計補正予算 可決 全会一致 雲南市土地開発公社の経営状況報告

病院事業会計補正予算 可決 全会一致 株式会社キラキラ雲南の経営状況報告

※ 1　専決処分…本来議会で決定する事柄を、議会を招集する時間
が無いなど、特定の場合に限り市長が議会に代わって処理
すること。

※ 2　健全化判断比率 ･･･ 市の財政状況が健全であるかを判断する
数値。4つの指標から構成され、高ければ高いほどその市の
財政状況は悪いといえます。

※ 3　資金不足比率 ･･･ 公営企業ごとに、事業規模に対する、資金
不足の状況を示した指標です。

木次都市開発株式会社の経営状況報告

木次道の駅株式会社の経営状況報告

財団法人鉄の歴史村地域振興事業団の経営状況報告

平成 22年度健全化判断比率の報告※2

平成 22年度資金不足比率の報告※3

水道料金の債権放棄に関する報告

陳情を受ける議長
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委員会報告

決算審査特別委員会
委員長　深 田 徳 夫施策評価に力点施策評価に力点施策評価に力点

　事務事業マネージメントシートを参考に、特に事務事業評価に力点を置き審査を行った。

　審査にあたっては、

　・財政運営が健全であるか

　・最小経費で最大の効果をあげているか

　・施策が市民生活の向上に結びついているか

　・事務事業が今後の施策の中で効果的に生かされるか

　などを中心的視点とした。

 （委員会の提言）

① 市内全域の交流センターの建設・修繕は全体計画を示せ

交流センターの整備は、市内全域の交流センターの建設・修繕に関する全体計画を早期に

示すべきである。また、地域振興補助金は地域の振興に大きく寄与した。今後は事業を厳選、

リニューアルし継続されたい。なお、事業選定については全市的見地から公平・公正に決

定をしていくこと。

② 要支援児童への対応が必要だ

学校支援員配置事業は、要支援児童が多く、低学年での対応が必要、幼稚園・保育所・保健

師などと連携の上、予算を確保すること。

③ 公債費の削減と基金の積み立てはバランスをとって

公債費残高は年々減少、一方で基金積立金は大幅に増加をしている。この要因は、緊急経

済対策・市民負担などがある。今後社会情勢、市民生活の実態をとらえ将来への影響を把

握し、バランスのとれた予算執行と公債費の削減と基金の積み立てについてさらに分析す

る必要がある。

④ 市立病院の環境整備と人材確保を

自治体病院をとりまく厳しい社会情勢の中、医師を始め看護師・職員が努力されていると

評価する。今後も女性医師、看護師の働き易い職場の環境整備を積極的に行い、人材確保

に努力されたい。また、医療職等の研修予算確保を行ない、充実した研修が実施されるよ

うに務められたい。

⑤ 早期に修繕等の予算措置を

社会教育施設・幼稚園・保育所の施設修繕が多く望まれている、早期に修繕ができる予算措

置を図ること。

⑥ 滞納額の一層の縮減を

滞納整理全般については、努力のあとがみられ県内トップの高い徴収率は評価するもので

あるが、法令、個人情報の保護などに留意しつつ、公平性の観点から滞納額の一層の縮減

に努められたい。

⑦ 補助事業は成果を検証し事業が一過性とならない対策を

10分の10補助金により実施された事業、また緊急経済対策での事業は雲南市の財政によ

り良い効果をもたらしたことは評価できるものの、補助事業期間終了後の事業について、

これまでの成果を十分に検証し真に必要な事業について財源確保を行い、事業が一過性と

ならない対策を講ずること。

４雲南市議会だより



総務常任委員会
委員長　藤 原 信 宏電源立地地域対策事業は減水区間を優先に電源立地地域対策事業は減水区間を優先に電源立地地域対策事業は減水区間を優先に

 （付託議案）

　本委員会への付託議案は条例議案１件、予算審査特別委員会委託２議案、決算審査特別委員会

３議案の審査を行いました。審査の結果全て可決すべきものと決しました。

 （主な審議状況）

・電源立地地域対策交付金事業

　この事業は水力発電施設設置に伴う減水区間
※
の影響緩和対策として発足した事業です。今回

提案された補正予算は、多根交流センター建替えに係る地質調査費のほか、波多交流センターの

備品購入に用いるとの事です。本交付金事業の経緯を鑑み、減水区域を優先して残事業を再点検

し、当該地域の理解を得た上で他地域を含む全体計画を策定して進めるよう求めました。

・財政運営について

　中期財政計画以上となる市債繰上償還４億円を計上する一方、当初予算で減債基金を１億円取

り崩したままです。早期に基金に戻し、収支均衡予算とするよう要請しました。

・ダム対策特別会計補正予算

　ダム完成記念の碑文設置について、水没した故郷への望郷の

念や思いを明確に後世に伝えるものにすべきと意見しました。

 （その他）

　震災復興費の確保に伴い、自治体財政が悪化しないよう、地

方財政の充実・強化を求める意見書の発議を決めました。

　また、新庁舎建設及び総合センターのあり方について、閉会

中にも継続して審議しており、早く一定の見解をまとめたいと

考えています。　※減水区間…取水口から放流先までの区間

教育民生常任委員会
委員長　光谷由紀子市立病院改築案を早急に示せ市立病院改築案を早急に示せ市立病院改築案を早急に示せ

 （審査の総括）

　予算審査特別委員会委託３議案、決算審査特別委員会委託５議案、陳情１件の審査を行いました。

　審査の結果、全て可決すべきものと決しました。

 （主な審議状況）

・雲南市立病院改築検討事業

　この事業費は、市立病院の改築のための基本構想を策定する委託料です。

　委員からは、委託先はどこか、委託の内容は何か、新たな場所への建設は考えていないのかなど、

質疑を行いました。市民の関心が高い事業のため、早急に検討をして市民に説明をする必要があ

ると求めました。

・文化財施設整備事業

　この事業は、加茂岩倉遺跡周辺にあった火薬庫の移転補償と跡地への東屋等を整備する事業です。

　委員からは、補償費は市が見積もったのか、移転先は、など、跡地整備の図面を求めて質疑を

行いました。

・病院事業修繕費

　この修繕費用は、医師の当直室の一部屋を女性専用とするものです。

　委員からは、女性医師が今後多くなることも予想されることから女

性が働きやすい職場環境に整備するよう強く求めました。

・国民健康保険事業特別会計予算

　この予算は、７月の本算定による保険料12％引上げの内容です。

　委員からは、負担増の市民の声、一般財源からの繰り入れでの引き

下げや、支払い期数増で支払いし易い方法をとの意見がありました。

尾原ダムに建設予定のモニュメント（イメージ図）

加茂岩倉遺跡周辺

５ 雲南市議会だより



委員会報告

産業建設常任委員会
委員長　山 﨑 正 幸

議会改革プロジェクト
座　長　福 島 光 浩

しっかりした除雪対応をしっかりした除雪対応をしっかりした除雪対応を

 （審査の総括）

　付託案件２議案、予算審査特別委員会から委託を受けた６議案、決算審査特別委員会から委託

を受けた８議案の審査を行いました。

　審査の結果、全て可決・認定すべきものと決しました。

 （主な審査状況）

・除雪施設等整備事業

　当初予算で４ｔの除雪トラックと４ｔのタイヤドーザー各１台を導入の計画でしたが、降雪量

等を勘案して、８ｔのタイヤドーザー２台を導入する事業費です。

　委員からは、民間事業者の減少、オペレーターの確保及び出動要請の考え方、幅員の狭い道路

の対応についてなどの質疑を行いました。市民生活に直結した事業なので、しっかりとした対応

と計画を求めました。

・バイオマス実証実験事業

　この事業は、軽トラックでの間伐材等林地残材が搬出可能な

地区を対象として、市民参加による収集・搬出作業のデータ収集

と搬出が可能かどうかなどの課題を整理・検証するものです。ま

た、木質チップの燃焼試験事業を実施するものでもあります。

　委員からは、森林所有者へのアンケート調査結果及び対価に

対する考え方、竹林の活用などの質疑を行いました。

　林業の振興と循環型社会形成の観点から必要な事業であるが、

作業道整備を並行して実施すべきであるとの意見がありました。

　議会報告会は、市政について、市民の皆さんと一緒に考え、

少しでも満足できる住み心地の良い雲南市づくりをするた

めの議会活動の一環です。

　議会（議員）と市民の皆様と対話で議会の活動状況を説明、

市政に関する情報の提供、議会活動への意見・要望・市政へ

の提言など、自由に交換できる場です。

　８回目の今回は、主に①新庁舎建設、②総合センターの廃

止・縮小、③医療と保健の融合による健康づくり拠点整備に

焦点を絞り、７月26日から８月29日にかけ、市内６会場で

行いました。合計108人の住民の皆さんに参加をいただき、

議会側と市側に寄せられた広範囲な意見や質問は110件あ

りました。ご意見・ご提言の中からその主なものについて、掲載します。

　なお、詳細は議会ホームページまたは議会事務局へお問い合わせ下さい。

《新庁舎建設》

・機能をまとめて無駄を無くすのなら、合庁を間借りするのは疑問。

・新庁舎は必要。建設部も新庁舎内におくべき。

・市役所自体が活性化の中心施設となる集客力を持つような施設であること。

・液状化地域であり、防災拠点となり得るのか。

・わざわざ原発から30km圏内に防災拠点をつくるべきか。

・市政懇談会では細かな説明が無かった。執行部の市民周知について、もっとチェックを入れて欲しい。

《総合センターの廃止・縮小》

・総合センターを新庁舎建設のための犠牲にしてはいけない。本庁舎を核とするにしても、あまりに

色々なことを一局に集中させることのリスクが生じる。

・周辺地域への寂れ対策に配慮して欲しい。それぞれ地域の特性があり、特に周辺地域は除雪の問題

をはじめ、色々な課題を抱えており、それを踏まえた職員配置が必要。周辺地域に住むものにとっ

ては、総合センター縮小・廃止だけでなく、学校統廃合など、全てにおいて中央集権的になってい

るように思える。

・総合センターを充実し、本庁をスリムにする方向の検討も十分にして欲しい。

・災害時など総合センターはすぐに対応してくれる。こういうことが一番大切であり、本庁ですぐ対

応ができるか心配。

《医療と保健の融合による健康づくり拠点整備》

・ケアポート吉田にも人が来てもらえるような形で考えて欲しい。

・三刀屋・吉田・木次にもプールがあるが、また新しいものをつくるのか。

・ゆとりの里を検討するときにプールや市立病院とタイアッ

プした医療施設の要望をしたが、加茂につくるという話で

ある。海潮温泉の湯を有効利用すれば初期投資と維持費も

少なくて済む。

・維持管理費、減価償却、使用料収入など甘めの数字で信用

ならないのではないか。個人的には整備に反対である。

・健康施設に賛成。施設建設となれば利用方法、効果などしっ

かり告知されたい。身障者への対応をどうするのか。

・市はお金が無いと言いながら、どんどん建物を造ろうとし

ている。

改革の第一段は施策評価から改革の第一段は施策評価から改革の第一段は施策評価から

・改革の柱の一つとした｢行政評価への関与｣について

　飯田市議会の事例を研修した後、政策企画部から市の行政経営（行政評価システムの運用）につ

いて説明受け、さらに日本能率協会コンサルティングの研修と実習を行いました。今年度は、決

算委員会で試行的に行政評価を利用した施策評価に取り組みました。そして執行部へ提言を取り

まとめ、来年度予算、施策・事務事業への反映を求めることとしました。

・定数等議員の身分に関する事項について

　全議員の意見聴取をし、検討する視点を整理し、関連するデータを収集、調査中です。

　検討の視点として

１　市の将来像（人口やまちのあり方、行政と住民自治組織の役割）

２　市の財政状況、行財政改革との関連

３　これからの議会のあり方、機能

４　幅広い意見の確保、地域性の重視をどう取り扱うか

　議会改革を進めるため、県内他市の実態や、全国的な動

向なども調査しながら検討中です。最も重要なのは雲南市

議会がこれまで目指してきた「議会権能の強化」のさらなる

充実です。議員間の現状認識と目指すべきビジョンの共有

が大切であるとの見解で一致しました。具体的な改革の項

目検討を進める中で、議会の役割を明らかにしながら、定

数等の検討を並行して行っています。

議会報告会議会報告会議会報告会

１月の豪雪（吉田町）

田井会場（吉田町）

温泉会場（木次町）
行政評価研修を開催

６雲南市議会だより７ 雲南市議会だより



委員会報告

産業建設常任委員会
委員長　山 﨑 正 幸

議会改革プロジェクト
座　長　福 島 光 浩

しっかりした除雪対応をしっかりした除雪対応をしっかりした除雪対応を

 （審査の総括）

　付託案件２議案、予算審査特別委員会から委託を受けた６議案、決算審査特別委員会から委託

を受けた８議案の審査を行いました。

　審査の結果、全て可決・認定すべきものと決しました。

 （主な審査状況）

・除雪施設等整備事業

　当初予算で４ｔの除雪トラックと４ｔのタイヤドーザー各１台を導入の計画でしたが、降雪量

等を勘案して、８ｔのタイヤドーザー２台を導入する事業費です。

　委員からは、民間事業者の減少、オペレーターの確保及び出動要請の考え方、幅員の狭い道路

の対応についてなどの質疑を行いました。市民生活に直結した事業なので、しっかりとした対応

と計画を求めました。

・バイオマス実証実験事業

　この事業は、軽トラックでの間伐材等林地残材が搬出可能な

地区を対象として、市民参加による収集・搬出作業のデータ収集

と搬出が可能かどうかなどの課題を整理・検証するものです。ま

た、木質チップの燃焼試験事業を実施するものでもあります。

　委員からは、森林所有者へのアンケート調査結果及び対価に

対する考え方、竹林の活用などの質疑を行いました。

　林業の振興と循環型社会形成の観点から必要な事業であるが、

作業道整備を並行して実施すべきであるとの意見がありました。

　議会報告会は、市政について、市民の皆さんと一緒に考え、

少しでも満足できる住み心地の良い雲南市づくりをするた

めの議会活動の一環です。

　議会（議員）と市民の皆様と対話で議会の活動状況を説明、

市政に関する情報の提供、議会活動への意見・要望・市政へ

の提言など、自由に交換できる場です。

　８回目の今回は、主に①新庁舎建設、②総合センターの廃

止・縮小、③医療と保健の融合による健康づくり拠点整備に

焦点を絞り、７月26日から８月29日にかけ、市内６会場で

行いました。合計108人の住民の皆さんに参加をいただき、

議会側と市側に寄せられた広範囲な意見や質問は110件あ

りました。ご意見・ご提言の中からその主なものについて、掲載します。

　なお、詳細は議会ホームページまたは議会事務局へお問い合わせ下さい。

《新庁舎建設》

・機能をまとめて無駄を無くすのなら、合庁を間借りするのは疑問。

・新庁舎は必要。建設部も新庁舎内におくべき。

・市役所自体が活性化の中心施設となる集客力を持つような施設であること。

・液状化地域であり、防災拠点となり得るのか。

・わざわざ原発から30km圏内に防災拠点をつくるべきか。

・市政懇談会では細かな説明が無かった。執行部の市民周知について、もっとチェックを入れて欲しい。

《総合センターの廃止・縮小》

・総合センターを新庁舎建設のための犠牲にしてはいけない。本庁舎を核とするにしても、あまりに

色々なことを一局に集中させることのリスクが生じる。

・周辺地域への寂れ対策に配慮して欲しい。それぞれ地域の特性があり、特に周辺地域は除雪の問題

をはじめ、色々な課題を抱えており、それを踏まえた職員配置が必要。周辺地域に住むものにとっ

ては、総合センター縮小・廃止だけでなく、学校統廃合など、全てにおいて中央集権的になってい

るように思える。

・総合センターを充実し、本庁をスリムにする方向の検討も十分にして欲しい。

・災害時など総合センターはすぐに対応してくれる。こういうことが一番大切であり、本庁ですぐ対

応ができるか心配。

《医療と保健の融合による健康づくり拠点整備》

・ケアポート吉田にも人が来てもらえるような形で考えて欲しい。

・三刀屋・吉田・木次にもプールがあるが、また新しいものをつくるのか。

・ゆとりの里を検討するときにプールや市立病院とタイアッ

プした医療施設の要望をしたが、加茂につくるという話で

ある。海潮温泉の湯を有効利用すれば初期投資と維持費も

少なくて済む。

・維持管理費、減価償却、使用料収入など甘めの数字で信用

ならないのではないか。個人的には整備に反対である。

・健康施設に賛成。施設建設となれば利用方法、効果などしっ

かり告知されたい。身障者への対応をどうするのか。

・市はお金が無いと言いながら、どんどん建物を造ろうとし

ている。

改革の第一段は施策評価から改革の第一段は施策評価から改革の第一段は施策評価から

・改革の柱の一つとした｢行政評価への関与｣について

　飯田市議会の事例を研修した後、政策企画部から市の行政経営（行政評価システムの運用）につ

いて説明受け、さらに日本能率協会コンサルティングの研修と実習を行いました。今年度は、決

算委員会で試行的に行政評価を利用した施策評価に取り組みました。そして執行部へ提言を取り

まとめ、来年度予算、施策・事務事業への反映を求めることとしました。

・定数等議員の身分に関する事項について

　全議員の意見聴取をし、検討する視点を整理し、関連するデータを収集、調査中です。

　検討の視点として

１　市の将来像（人口やまちのあり方、行政と住民自治組織の役割）

２　市の財政状況、行財政改革との関連

３　これからの議会のあり方、機能

４　幅広い意見の確保、地域性の重視をどう取り扱うか

　議会改革を進めるため、県内他市の実態や、全国的な動

向なども調査しながら検討中です。最も重要なのは雲南市

議会がこれまで目指してきた「議会権能の強化」のさらなる

充実です。議員間の現状認識と目指すべきビジョンの共有

が大切であるとの見解で一致しました。具体的な改革の項

目検討を進める中で、議会の役割を明らかにしながら、定

数等の検討を並行して行っています。

議会報告会議会報告会議会報告会

１月の豪雪（吉田町）

田井会場（吉田町）

温泉会場（木次町）
行政評価研修を開催

６雲南市議会だより７ 雲南市議会だより
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に
伴
う
費
用

周
藤
正
志

周
藤
正
志

総
合
セ
ン
タ
�
は
現
地
解
決
型
を

堅
持
す
べ
き
だ

問
い

　国
民
健
康
保
険

料
の
負
担
は
限
界
だ
�

負
担
増
の
理
由
は
�
ま

た
�
責
任
は
国
に
あ
る

が
国
等
へ
の
対
処
は
�

市
民
環
境
部
長

　医
療

費
・
介
護
納
付
金
等
が
高

騰
�
加
え
て
国
保
加
入

者
の
減
少
に
よ
る
�
国

等
へ
は
要
望
し
て
い
る
�

健
康
福
祉
部
長

　医
療

費
の
削
減
を
目
指
し
特

定
検
診
な
ど
努
力
す
る
�

問
い

　児
童
虐
待
が
後

を
絶
た
な
い
�
県
・
市
の

相
談
状
況
は
�

健
康
福
祉
部
長

　県
全

体
で
４，
３
５
８
件
�
市

で
は
53
件
�

問
い

　虐
待
防
止
は
地

域
の
環
境
が
大
切
�
加

茂
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
�
の
整
備
と
三
代
の

子
供
広
場
に
支
援
が
必

要
で
は
�

健
康
福
祉
部
長

　修
繕

か
代
替
施
設
で
検
討
中
�

情
報
交
換
の
上
�
支
援

を
積
極
的
に
行
う
�

問
い

　雲
南
市
の
一
体

深
田
徳
夫

深
田
徳
夫

国
保
料
の
値
上
げ市

民
負
担
は
限
界

問
い

　一
般
質
問
に
対

し
て
の
認
識
は
�

市
長

　市
民
の
声
を
把

握
し
�
議
会
活
動
に
生

か
さ
れ
て
い
る
経
緯
を

踏
ま
え
役
目
を
果
た
さ

れ
て
い
る
�

問
い

　答
弁
を
整
理
集

約
さ
れ
て
い
る
か
�

市
長

　進
捗
状
況
を
調

査
分
類
す
る
な
ど
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
�

問
い

　そ
の
後
の
政
策

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
�

市
長

　政
策
会
議
を
開

き
実
行
に
移
す
も
の
�

予
算
化
で
き
る
も
の
な

ど
の
過
程
を
経
て
実
施

し
て
い
る
�

問
い

　決
定
権
は
�

市
長

　政
策
会
議
で
決

定
す
る
�
最
終
は
市
長

決
裁
で
あ
る
�

問
い

　今
年
度
の
教
育

施
設
整
備
修
繕
費
は
�

教
育
部
長

　幼
小
中
含

め
修
繕
経
費
１
億
３，
３

０
０
万
円
で
あ
り
�
優

先
順
位
を
考
え
年
次
的

修
繕
を
行
う
�

問
い

　改
築
後
の
大
東

小
�
三
刀
屋

中
の
検
認
結

果
は
�

教
育
部
長

　

使
い
や
す
い

良
好
な
施
設

で
あ
る
�

問
い

　三
刀

屋
中
は
今
夏
�

教
室
内
温
度

が
高
い
と
聞

い
て
い
る
が
�

教
育
部
長

　

体
感
温
度
は

低
い
と
聞
い

安
井

　
誉

安
井

　
誉

一
般
質
問
の
取
り
扱
い
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

感
の
醸
成
は
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
か
�
総
合
セ
ン

タ
�
の
縮
小
は
拙
速
�

市
長

　ブ
ラ
ン
ド
化
・
交

流
セ
ン
タ
�
事
業
等
は

一
体
化
に
貢
献
し
て
い

る
が
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
�
理
念
を
共
有
し
合

い
た
い
�
総
合
セ
ン
タ
�

は
防
災
担
当
機
能
・
地
域

づ
く
り
支
援
機
能
残
す
�

問
い

　樋
門
管
理
は
重

労
働
で
管
理
棟
の
設
置

が
必
要
�

建
設
部
長

　排
水
機
付

き
施
設
に
は
管
理
棟
が

あ
る
�
大
規
模
な
樋
門

施
設
は
県
へ
要
望
す
る
�

一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
は
質
問
者
本
人

が
作
成
し
た
原
稿

を
も
と
に
広
報
委

員
会
で
編
集
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
全
て
の
質

問
項
目
を
掲
載
し

て
は
お
り
ま
せ

ん
。

が
掛
か
り
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
�

副
市
長

　費
用
対
効
果

を
含
め
必
要
最
小
限
に

な
る
よ
う
検
討
す
る
�

問
い

　万
が
一
�
浸
水

な
ど
し
て
防
災
拠
点
と

し
て
機
能
し
な
い
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
�

誰
が
責
任
を
と
る
の
か
�

市
長

　最
終
的
に
市
長

が
責
任
を
負
う
�
そ
れ

だ
け
に
慎
重
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
�

14名の
議員が問う

理
由
を
問
う
�

健
康
福
祉
部
長

　国
の

新
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し

た
業
務
委
託
の
検
討
を

要
す
る
た
め
で
あ
る
�

問
い

　幼
保
一
体
化
の

流
れ
の
中
で
�
市
の
保

育
所
行
政
は
�
こ
れ
か

ら
ど
の
様
な
方
向
に
向

か
う
の
か
�
市
の
確
た

る
指
針
を
示
せ
�

健
康
福
祉
部
長

　国
の

新
シ
ス
テ
ム
制
度
の
内

容
に
沿
�
て
方
針
を
決

定
し
�
段
階
的
に
総
合

施
設
化
す
る
事
と
な
る
�

て
い
る
�
１
年
間
の
サ

イ
ク
ル
で
検
証
し
て
い

き
た
い
�

問
い

　昇
降
口
入
口
や

駐
車
場
が
わ
か
り
に
く

い
�

教
育
部
長

　看
板
等
で

よ
り
分
か
り
易
い
親
し

み
や
す
い
学
校
と
し
た

い
�

問
い

　校
庭
機
能
は
十

分
か
�

教
育
部
長

　以
前
の
校

庭
の
広
さ
と
変
わ
ら
ず

十
分
機
能
発
揮
で
き
る
� 幼保一体施設の加茂幼児園

存続が決まった木次総合センター
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一般質問一般質問

改築された三刀屋中学校

問
い

　政
府
が
平
成
25

年
度
の
導
入
を
目
指
す

﹁
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
﹂の
中
間
報
告
が

示
さ
れ
た
が
�
制
度
を

抜
本
的
に
変
え
る
内
容

で
あ
る
�
総
合
施
設
と

称
す
る
幼
保
一
体
化
施

設
の
イ
メ
�
ジ
を
端
的

に
示
せ
�

健
康
福
祉
部
長

　平
成

18
年
度
に
施
行
さ
れ
た

認
定
こ
ど
も
園
が
�
保

育
と
教
育
を
一
体
的
に

行
う
総
合
施
設
の
イ

メ
�
ジ
と
概
ね
合
致
す

る
�

問
い

　現
行
の
公
的
保

育
制
度
を
解
体
す
る
新

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は

様
々
な
問
題
点
が
あ
る
�

制
度
上
の
問
題
点
を
ど

の
様
に
把
握
し
�
対
処

す
る
考
え
か
�

健
康
福
祉
部
長

　幼
稚

園
の
指
定
制
度︵
民
間
参

入
︶�
公
的
契
約
制
度
の

導
入
に
よ
る
双
方
の
負

担
増
�
財
源
確
保
等
�

様
々
な
問
題
が
あ
る
�

市
長

　地
域
主
権
の
名

の
下
に
�
加
茂
幼
児
園

を
モ
デ
ル
と

し
て
雲
南
市

バ
�
ジ
�
ン

を

作

り

上

げ
�
市
長
会

を
通
じ
て
国

に
示
し
て
い

く
�

問
い

　市
立

保
育
所
の
業

務
委
託
計
画

の
推
進
は
�

な
ぜ
頓
挫
し

て
い
る
の
か

藤
原
信
宏

藤
原
信
宏

今
後
の
保
育
所
行
政
を
問
う

問
い

　極
端
な
本
庁
集

約
で
は
な
く
�
市
民
が

望
む
き
め
細
か
な
行
政

サ
�
ビ
ス
を
行
う﹁
現
地

解
決
型
﹂は
堅
持
す
べ
き

だ
�

副
市
長

　市
民
�
検
討

委
員
会
�
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
�
ま
ち
づ
く

り
支
援
と
防
災
対
策
機

能
は
担
保
し
て
い
く
�

市
長

　地
区
担
当
制
に

よ
る
本
庁
集
約
は
時
期

尚
早
と
判
断
し
た
�
現

地
解
決
型
の
理
念
は
変

え
て
い
な
い
�

問
い

　総
合
セ
ン
タ
�

の
人
員
体
制︵
40
人
＋
ア

ル
フ
�
︶と
27
年
度
か
ら

の
移
行
時
期
に
つ
い
て

も
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

副
市
長

　今
年
度
検
討

委
員
会
で
方
向
を
出
し

24 

年
度
検
証
す
る
�
27

年
度
移
行
は
変
え
な
い
�

問
い

　本
庁
舎
建
設
に

関
し
�
合
庁
の
一
部
借

り
受
け
や
電
算
室
の
別

棟
は
�
効
率
性

と
無
駄
を
無
く

す
点
か
ら
見
直

す
べ
き
だ
�

副
市
長

　今
後

検
討
委
員
会
で

も
議
論
さ
れ
�

一
定
の
方
向
が

出
る
�

問
い

　合
庁
周

辺
へ
建
て
る
場

合
�
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
条
件
と
そ

れ
に
伴
う
費
用

周
藤
正
志

周
藤
正
志

総
合
セ
ン
タ
�
は
現
地
解
決
型
を

堅
持
す
べ
き
だ

問
い

　国
民
健
康
保
険

料
の
負
担
は
限
界
だ
�

負
担
増
の
理
由
は
�
ま

た
�
責
任
は
国
に
あ
る

が
国
等
へ
の
対
処
は
�

市
民
環
境
部
長

　医
療

費
・
介
護
納
付
金
等
が
高

騰
�
加
え
て
国
保
加
入

者
の
減
少
に
よ
る
�
国

等
へ
は
要
望
し
て
い
る
�

健
康
福
祉
部
長

　医
療

費
の
削
減
を
目
指
し
特

定
検
診
な
ど
努
力
す
る
�

問
い

　児
童
虐
待
が
後

を
絶
た
な
い
�
県
・
市
の

相
談
状
況
は
�

健
康
福
祉
部
長

　県
全

体
で
４，
３
５
８
件
�
市

で
は
53
件
�

問
い

　虐
待
防
止
は
地

域
の
環
境
が
大
切
�
加

茂
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
�
の
整
備
と
三
代
の

子
供
広
場
に
支
援
が
必

要
で
は
�

健
康
福
祉
部
長

　修
繕

か
代
替
施
設
で
検
討
中
�

情
報
交
換
の
上
�
支
援

を
積
極
的
に
行
う
�

問
い

　雲
南
市
の
一
体

深
田
徳
夫

深
田
徳
夫

国
保
料
の
値
上
げ市

民
負
担
は
限
界

問
い

　一
般
質
問
に
対

し
て
の
認
識
は
�

市
長

　市
民
の
声
を
把

握
し
�
議
会
活
動
に
生

か
さ
れ
て
い
る
経
緯
を

踏
ま
え
役
目
を
果
た
さ

れ
て
い
る
�

問
い

　答
弁
を
整
理
集

約
さ
れ
て
い
る
か
�

市
長

　進
捗
状
況
を
調

査
分
類
す
る
な
ど
の
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
�

問
い

　そ
の
後
の
政
策

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
�

市
長

　政
策
会
議
を
開

き
実
行
に
移
す
も
の
�

予
算
化
で
き
る
も
の
な

ど
の
過
程
を
経
て
実
施

し
て
い
る
�

問
い

　決
定
権
は
�

市
長

　政
策
会
議
で
決

定
す
る
�
最
終
は
市
長

決
裁
で
あ
る
�

問
い

　今
年
度
の
教
育

施
設
整
備
修
繕
費
は
�

教
育
部
長

　幼
小
中
含

め
修
繕
経
費
１
億
３，
３

０
０
万
円
で
あ
り
�
優

先
順
位
を
考
え
年
次
的

修
繕
を
行
う
�

問
い

　改
築
後
の
大
東

小
�
三
刀
屋

中
の
検
認
結

果
は
�

教
育
部
長

　

使
い
や
す
い

良
好
な
施
設

で
あ
る
�

問
い

　三
刀

屋
中
は
今
夏
�

教
室
内
温
度

が
高
い
と
聞

い
て
い
る
が
�

教
育
部
長

　

体
感
温
度
は

低
い
と
聞
い

安
井

　
誉

安
井

　
誉

一
般
質
問
の
取
り
扱
い
は

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

感
の
醸
成
は
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
か
�
総
合
セ
ン

タ
�
の
縮
小
は
拙
速
�

市
長

　ブ
ラ
ン
ド
化
・
交

流
セ
ン
タ
�
事
業
等
は

一
体
化
に
貢
献
し
て
い

る
が
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
�
理
念
を
共
有
し
合

い
た
い
�
総
合
セ
ン
タ
�

は
防
災
担
当
機
能
・
地
域

づ
く
り
支
援
機
能
残
す
�

問
い

　樋
門
管
理
は
重

労
働
で
管
理
棟
の
設
置

が
必
要
�

建
設
部
長

　排
水
機
付

き
施
設
に
は
管
理
棟
が

あ
る
�
大
規
模
な
樋
門

施
設
は
県
へ
要
望
す
る
�

一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
は
質
問
者
本
人

が
作
成
し
た
原
稿

を
も
と
に
広
報
委

員
会
で
編
集
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、
全
て
の
質

問
項
目
を
掲
載
し

て
は
お
り
ま
せ

ん
。

が
掛
か
り
過
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
�

副
市
長

　費
用
対
効
果

を
含
め
必
要
最
小
限
に

な
る
よ
う
検
討
す
る
�

問
い

　万
が
一
�
浸
水

な
ど
し
て
防
災
拠
点
と

し
て
機
能
し
な
い
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
れ
ば
�

誰
が
責
任
を
と
る
の
か
�

市
長

　最
終
的
に
市
長

が
責
任
を
負
う
�
そ
れ

だ
け
に
慎
重
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
�

14名の
議員が問う

理
由
を
問
う
�

健
康
福
祉
部
長

　国
の

新
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し

た
業
務
委
託
の
検
討
を

要
す
る
た
め
で
あ
る
�

問
い

　幼
保
一
体
化
の

流
れ
の
中
で
�
市
の
保

育
所
行
政
は
�
こ
れ
か

ら
ど
の
様
な
方
向
に
向

か
う
の
か
�
市
の
確
た

る
指
針
を
示
せ
�

健
康
福
祉
部
長

　国
の

新
シ
ス
テ
ム
制
度
の
内

容
に
沿
�
て
方
針
を
決

定
し
�
段
階
的
に
総
合

施
設
化
す
る
事
と
な
る
�

て
い
る
�
１
年
間
の
サ

イ
ク
ル
で
検
証
し
て
い

き
た
い
�

問
い

　昇
降
口
入
口
や

駐
車
場
が
わ
か
り
に
く

い
�

教
育
部
長

　看
板
等
で

よ
り
分
か
り
易
い
親
し

み
や
す
い
学
校
と
し
た

い
�

問
い

　校
庭
機
能
は
十

分
か
�

教
育
部
長

　以
前
の
校

庭
の
広
さ
と
変
わ
ら
ず

十
分
機
能
発
揮
で
き
る
� 幼保一体施設の加茂幼児園

存続が決まった木次総合センター

８雲南市議会だより９ 雲南市議会だより



一般質問一般質問

問
い

　平
成
17
年
度
に

財
政
非
常
事
態
宣
言
が

発
せ
ら
れ
た
ま
ま
と

な
�
て
い
る
が
�
平
成

21
・
22
年
度
と
基
金
を
取

り
崩
す
こ
と
な
く
収
支

均
衡
と
な
る
よ
う
だ
が
�

非
常
事
態
宣
言
の
解
除

条
件
は
�

市
長

　平
成
21
・
22
年
度

は
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
は
な
か
�
た
�
今
年

度
も
基
金
を
取
り
崩
す

る
こ
と
な
く
�
３
�
年

程
度
収
支
均
衡
を
実
現

す
る
こ
と
を
解
除
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て

い
る
�

問
い

　合
併
協
定
書
で

姉
妹
都
市
�
友
好
都
市

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
�

合
併
後
調
整
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
�
合
併
後

の
実
施
状
況
は
�

政
策
企
画
部
長

　合
併

後
正
式
な
姉
妹
�
友
好

都
市
提
携
は
無
い
�
長

崎
市
へ
呼
び
か
け
も
し

た
が
�
平
和
都
市
で
あ

り
海
外
と
の
提
携
は
す

る
が
国
内
都
市
と
は
提

携
し
な
い
と
の

こ
と
�

問
い

　新
庁
舎

建
設
予
定
地
で

あ
る
請
川
の
浸

水
対
策
は
�

総
務
部
長

８
月
１
日
�
島

根
県
知
事
に
�

請
川
樋
門
地
点

に
お
け
る
固
定

ポ
ン
プ
の
設
置

を
要
望
し
て
い

る
�

建
設
部
長

　当

堀
江
治
之

堀
江
治
之

財
政
非
常
事
態
宣
言
の解

除
条
件
は

問
い

　市
政
懇
談
会
�

議
会
報
告
会
の
主
要
施

策
３
課
題
へ
の
市
民
の

声
を
ど
う
受
け
止
め
た

の
か
�

総
務
部
長

　様
々
な
意

見
を
い
た
だ
い
た
�

問
い

　新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
�
地
震
�
浸
水
�

液
状
化
対
策
で
事
業
費

増
と
な
る
が
方
針
転
換

は
な
い
の
か
�

総
務
部
長

　対
策
を
す

れ
ば
事
業
費
は
増
と
な

る
�
場
所
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
�

問
い

　市
民
の
声
に
よ

る
木
次
総
合
セ
ン
タ
�

の
存
続
は
理
解
す
る
�

し
か
し
�
当
初
方
針
案

は
拙
速
な
判
断
だ
�
た

の
で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　４
年
先
の

平
成
27
年
度
を
基
準
年

と
し
て
見
直
し
は
し
て

い
き
た
い
�

問
い

　医
療
と
保
健
の

融
合
に
よ
る
健
康
づ
く

り
拠
点
整
備
に
つ
い
て
�

強
い
反
対
や
疑

問

の

声

が

多

か
�
た
�
ど
う

考
え
て
い
る
の

か
�

副
市
長

　総
体

的
に
情
報
が
き

ち
ん
と
伝
わ
�

て
い
な
か
�
た
�

問
い

　市
民
の

意
見
は
認
識
し

た
上
で
の
発
言

で
あ
�
た
�
計

画

を

中

止

し
�

既
存
施
設
を
ま

光
谷
由
紀
子

光
谷
由
紀
子

市
民
の
声
�

ど
う
受
け
止
め
た
の
か

　
　

問
い

　三
代
地
区
の
ぶ

ど
う
生
産
技
術
を
生
か

し
た
シ
�
イ
ン
マ
ス

カ
�
ト
を
普
及
し
奥
出

雲
ぶ
ど
う
園
と
の
新
た

な
産
地
形
成
が
必
要
だ
�

産
業
振
興
部
長

　県
・
Ｊ

Ａ
・
生
産
者
組
合
と
の
連

携
を
図
り
�
生
産
者
の

確
保
・
面
積
の
拡
大
を
目

指
し
�
雲
南
ブ
ラ
ン
ド

の
一
品
と
し
て
販
路
の

拡
大
や
農
業
所
得
の
向

上
に
努
め
る
�

　

問
い

　加
茂
町
の
技
術

で
培
わ
れ
た﹁
ぶ
ど
う
﹂

を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
は
�
市
長
自
ら

が
気
づ
き
発
信
す
る
と

き
だ
�

市
長

　農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
具
体
策

は
�
生
産
者
の
皆
さ
ん

と
相
談
し
対
応
す
る
�

問
い

　加
茂
町
と
木
次

町
の
一
体
的
な
展
開(

企

業
団
地
も
含
め)

を
す
る

た
め
新
た
な
道
路
整
備

が
必
要
だ
�

産
業
振
興
部
長

　合
併

協
議
会
の
道
路
ネ
�
ト

ワ
�
ク
構
想

で
基
幹
農
道

の

計

画

も

あ
�
た
�
今

後

調

査
・
検

討

に

着

手

し
�
事
業
化

に
向
け
関
係

機
関
と
協
議

す
る
�

市
長

　農
業

振
興
や
生
活

基

盤
・
社

会

基
盤
の
整
備

に
つ
な
が
る

佐
藤
隆
司

佐
藤
隆
司

﹁
シ
�
イ
ン
マ
ス
カ
�
ト
﹂
で

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

ず
活
用
す
べ
き
だ
�

市
長

　Ｂ
＆
Ｇ
プ
�
ル

が
老
朽
化
し
た
の
で
建

替
え
る
�
通
年
利
用
で

さ
ら
に
利
用
増
と
な
り
�

そ
の
結
果
�
医
療
費
の

削
減
と
な
る
�

問
い

　市
立
病
院
の
建

替
え
が
優
先
課
題
で
あ

る
�
何
年
に
建
替
え
す

る
計
画
か
�

市
長

　最
優
先
課
題
だ
�

市
立
病
院
は
市
民
の
宝

だ
�
次
年
度
以
降
の
実

施
計
画
に
盛
り
込
む
�

面
排
水
ポ
ン
プ
車
を
活

用
し
�
固
定
ポ
ン
プ
の

設
置
を
引
き
続
い
て
島

根
県
へ
の
要
望
活
動
を

す
る
�

問
い

　新
庁
舎
建
設
予

定
地
の
液
状
化
対
策
は

当
然
だ
が
�
隣
接
す
る

斐
伊
川
堤
防
の
液
状
化

は
大
丈
夫
な
の
か
�

建
設
部
長

　国
に
お
い

て
は
�
先
の
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
�
今
後

検
討
の
必
要
は
あ
る
と

伺
�
て
い
る
�

問
い

　市
政
評
価
市
民

ア
ン
ケ
�
ト
調
査
結
果

を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
�

政
策
企
画
部
長

　総
合

計
画
で
定
め
た
各
施
策

目
標
の
達
成
状
況
を
当

該
調
査
に
よ
り
把
握
し
�

次
年
度
の
施
策
展
開
に

繋
げ
て
い
る
�

問
い

　市
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
機
会

が
少
な
く
�
市
の
目
標

も
低
い
�
参
加
率
を
高

め
る
対
策
は
�

政
策
企
画
部
長

　地
域

振
興
補
助
金
や
地
域
づ

く
り
人
材
配
置
事
業
な

ど
で
参
加
を
高
め
る
体

制
が
必
要
と
考
え
る
�

問
い

　生
活
道
路
の
安

全
性
に
つ
い
て
�
危
な

い
場
所
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
市
民
は
実
に

70
％
を
超
え
て
い
る
�

施
策
目
標
で
も
市
は
こ

の
問
題
認
識
は
さ
れ
て

お
り
�
そ
の
対
策
と
整

備
基
準
は
�

高
橋
雅
彦

高
橋
雅
彦

生
活
道
路
の
危
険
個
所改

善
対
策
は

建
設
部
長

　本
年
度
末

ま
で
に
市
内
幹
線
道
路

を
中
心
に
調
査
し
�
改

善
計
画
を
策
定
し
緊
急

性
の
高
い
所
か
ら
修
繕

を
し
て
い
く
予
定
だ
�

市
長

　道
路
整
備
は
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け

て
い
る
�
状
況
調
査
を

し
�
優
先
度
の
高
い
も

の
か
ら
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
�

農
道
で
あ
り
有
効
な
事

業
を
活
用
し
積
極
的
に

取
り
組
む
�

問
い

　北
の
玄
関
口
と

な
る
加
茂
町
に
仮
称﹃
加

茂
銅
鐸
ス
マ
�
ト
イ
ン

タ
�
チ
�
ン
ジ
﹄を
設
置

す
る
た
め
調
査
・
検
討
す

る
考
え
は
�

建
設
部
長

　国
と
協
議

を
し
て
い
る
が
費
用
対

効
果
が
ポ
イ
ン
ト
�
企

業
誘
致
の
見
込
み
が
な

い
の
で
進
ん
で
い
な
い
� 排水ポンプ設置作業（三谷川）

市民の声を聞く市政懇談会（三刀屋町） 整備が進む市道西日登平田線（木次町）

加茂町三代のぶどう園
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一般質問一般質問

問
い

　平
成
17
年
度
に

財
政
非
常
事
態
宣
言
が

発
せ
ら
れ
た
ま
ま
と

な
�
て
い
る
が
�
平
成

21
・
22
年
度
と
基
金
を
取

り
崩
す
こ
と
な
く
収
支

均
衡
と
な
る
よ
う
だ
が
�

非
常
事
態
宣
言
の
解
除

条
件
は
�

市
長

　平
成
21
・
22
年
度

は
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
は
な
か
�
た
�
今
年

度
も
基
金
を
取
り
崩
す

る
こ
と
な
く
�
３
�
年

程
度
収
支
均
衡
を
実
現

す
る
こ
と
を
解
除
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て

い
る
�

問
い

　合
併
協
定
書
で

姉
妹
都
市
�
友
好
都
市

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
�

合
併
後
調
整
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
�
合
併
後

の
実
施
状
況
は
�

政
策
企
画
部
長

　合
併

後
正
式
な
姉
妹
�
友
好

都
市
提
携
は
無
い
�
長

崎
市
へ
呼
び
か
け
も
し

た
が
�
平
和
都
市
で
あ

り
海
外
と
の
提
携
は
す

る
が
国
内
都
市
と
は
提

携
し
な
い
と
の

こ
と
�

問
い

　新
庁
舎

建
設
予
定
地
で

あ
る
請
川
の
浸

水
対
策
は
�

総
務
部
長

８
月
１
日
�
島

根
県
知
事
に
�

請
川
樋
門
地
点

に
お
け
る
固
定

ポ
ン
プ
の
設
置

を
要
望
し
て
い

る
�

建
設
部
長

　当

堀
江
治
之

堀
江
治
之

財
政
非
常
事
態
宣
言
の解

除
条
件
は

問
い

　市
政
懇
談
会
�

議
会
報
告
会
の
主
要
施

策
３
課
題
へ
の
市
民
の

声
を
ど
う
受
け
止
め
た

の
か
�

総
務
部
長

　様
々
な
意

見
を
い
た
だ
い
た
�

問
い

　新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
�
地
震
�
浸
水
�

液
状
化
対
策
で
事
業
費

増
と
な
る
が
方
針
転
換

は
な
い
の
か
�

総
務
部
長

　対
策
を
す

れ
ば
事
業
費
は
増
と
な

る
�
場
所
の
変
更
は
考

え
て
い
な
い
�

問
い

　市
民
の
声
に
よ

る
木
次
総
合
セ
ン
タ
�

の
存
続
は
理
解
す
る
�

し
か
し
�
当
初
方
針
案

は
拙
速
な
判
断
だ
�
た

の
で
は
な
い
か
�

総
務
部
長

　４
年
先
の

平
成
27
年
度
を
基
準
年

と
し
て
見
直
し
は
し
て

い
き
た
い
�

問
い

　医
療
と
保
健
の

融
合
に
よ
る
健
康
づ
く

り
拠
点
整
備
に
つ
い
て
�

強
い
反
対
や
疑

問

の

声

が

多

か
�
た
�
ど
う

考
え
て
い
る
の

か
�

副
市
長

　総
体

的
に
情
報
が
き

ち
ん
と
伝
わ
�

て
い
な
か
�
た
�

問
い

　市
民
の

意
見
は
認
識
し

た
上
で
の
発
言

で
あ
�
た
�
計

画

を

中

止

し
�

既
存
施
設
を
ま

光
谷
由
紀
子

光
谷
由
紀
子

市
民
の
声
�

ど
う
受
け
止
め
た
の
か

　
　

問
い

　三
代
地
区
の
ぶ

ど
う
生
産
技
術
を
生
か

し
た
シ
�
イ
ン
マ
ス

カ
�
ト
を
普
及
し
奥
出

雲
ぶ
ど
う
園
と
の
新
た

な
産
地
形
成
が
必
要
だ
�

産
業
振
興
部
長

　県
・
Ｊ

Ａ
・
生
産
者
組
合
と
の
連

携
を
図
り
�
生
産
者
の

確
保
・
面
積
の
拡
大
を
目

指
し
�
雲
南
ブ
ラ
ン
ド

の
一
品
と
し
て
販
路
の

拡
大
や
農
業
所
得
の
向

上
に
努
め
る
�

　

問
い

　加
茂
町
の
技
術

で
培
わ
れ
た﹁
ぶ
ど
う
﹂

を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
は
�
市
長
自
ら

が
気
づ
き
発
信
す
る
と

き
だ
�

市
長

　農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
の
具
体
策

は
�
生
産
者
の
皆
さ
ん

と
相
談
し
対
応
す
る
�

問
い

　加
茂
町
と
木
次

町
の
一
体
的
な
展
開(

企

業
団
地
も
含
め)

を
す
る

た
め
新
た
な
道
路
整
備

が
必
要
だ
�

産
業
振
興
部
長

　合
併

協
議
会
の
道
路
ネ
�
ト

ワ
�
ク
構
想

で
基
幹
農
道

の

計

画

も

あ
�
た
�
今

後

調

査
・
検

討

に

着

手

し
�
事
業
化

に
向
け
関
係

機
関
と
協
議

す
る
�

市
長

　農
業

振
興
や
生
活

基

盤
・
社

会

基
盤
の
整
備

に
つ
な
が
る

佐
藤
隆
司

佐
藤
隆
司

﹁
シ
�
イ
ン
マ
ス
カ
�
ト
﹂
で

ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を

ず
活
用
す
べ
き
だ
�

市
長

　Ｂ
＆
Ｇ
プ
�
ル

が
老
朽
化
し
た
の
で
建

替
え
る
�
通
年
利
用
で

さ
ら
に
利
用
増
と
な
り
�

そ
の
結
果
�
医
療
費
の

削
減
と
な
る
�

問
い

　市
立
病
院
の
建

替
え
が
優
先
課
題
で
あ

る
�
何
年
に
建
替
え
す

る
計
画
か
�

市
長

　最
優
先
課
題
だ
�

市
立
病
院
は
市
民
の
宝

だ
�
次
年
度
以
降
の
実

施
計
画
に
盛
り
込
む
�

面
排
水
ポ
ン
プ
車
を
活

用
し
�
固
定
ポ
ン
プ
の

設
置
を
引
き
続
い
て
島

根
県
へ
の
要
望
活
動
を

す
る
�

問
い

　新
庁
舎
建
設
予

定
地
の
液
状
化
対
策
は

当
然
だ
が
�
隣
接
す
る

斐
伊
川
堤
防
の
液
状
化

は
大
丈
夫
な
の
か
�

建
設
部
長

　国
に
お
い

て
は
�
先
の
東
日
本
大

震
災
を
踏
ま
え
�
今
後

検
討
の
必
要
は
あ
る
と

伺
�
て
い
る
�

問
い

　市
政
評
価
市
民

ア
ン
ケ
�
ト
調
査
結
果

を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
�

政
策
企
画
部
長

　総
合

計
画
で
定
め
た
各
施
策

目
標
の
達
成
状
況
を
当

該
調
査
に
よ
り
把
握
し
�

次
年
度
の
施
策
展
開
に

繋
げ
て
い
る
�

問
い

　市
民
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
機
会

が
少
な
く
�
市
の
目
標

も
低
い
�
参
加
率
を
高

め
る
対
策
は
�

政
策
企
画
部
長

　地
域

振
興
補
助
金
や
地
域
づ

く
り
人
材
配
置
事
業
な

ど
で
参
加
を
高
め
る
体

制
が
必
要
と
考
え
る
�

問
い

　生
活
道
路
の
安

全
性
に
つ
い
て
�
危
な

い
場
所
が
あ
る
と
感
じ

て
い
る
市
民
は
実
に

70
％
を
超
え
て
い
る
�

施
策
目
標
で
も
市
は
こ

の
問
題
認
識
は
さ
れ
て

お
り
�
そ
の
対
策
と
整

備
基
準
は
�

高
橋
雅
彦

高
橋
雅
彦

生
活
道
路
の
危
険
個
所改

善
対
策
は

建
設
部
長

　本
年
度
末

ま
で
に
市
内
幹
線
道
路

を
中
心
に
調
査
し
�
改

善
計
画
を
策
定
し
緊
急

性
の
高
い
所
か
ら
修
繕

を
し
て
い
く
予
定
だ
�

市
長

　道
路
整
備
は
最

重
要
課
題
と
位
置
付
け

て
い
る
�
状
況
調
査
を

し
�
優
先
度
の
高
い
も

の
か
ら
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
�

農
道
で
あ
り
有
効
な
事

業
を
活
用
し
積
極
的
に

取
り
組
む
�

問
い

　北
の
玄
関
口
と

な
る
加
茂
町
に
仮
称﹃
加

茂
銅
鐸
ス
マ
�
ト
イ
ン

タ
�
チ
�
ン
ジ
﹄を
設
置

す
る
た
め
調
査
・
検
討
す

る
考
え
は
�

建
設
部
長

　国
と
協
議

を
し
て
い
る
が
費
用
対

効
果
が
ポ
イ
ン
ト
�
企

業
誘
致
の
見
込
み
が
な

い
の
で
進
ん
で
い
な
い
� 排水ポンプ設置作業（三谷川）

市民の声を聞く市政懇談会（三刀屋町） 整備が進む市道西日登平田線（木次町）

加茂町三代のぶどう園
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問
い

　

 

３
・
11
以
来
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�
に

関
心
が
高
ま
�
て
い
る
�

既
存
の
ダ
ム
・
砂
防
え
ん

堤
・
落
差
工
・
水
路
利
用

の﹁
小
水
力
発
電
﹂の
施

設
や
�
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
�

市
内
周
辺
部
の
活
性
化

の
起
爆
剤
に
�
小
水
力

発
電
の
実
証
実
験
に
取

組
む
べ
き
と
思
う
が
�

政
策
企
画
部
長

　い
ま

は
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
�

ビ
ジ
�
ン
に
お
け
る
森

林
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
を
ま
ず
重

点
的
に
取
組
ん
で
い
き

た
い
�

市
長

　市
内
の
地
域
資

源
の
よ
さ
に
気
付
き
�

こ
れ
を
情
報
発
信
し
て

多
く
の
方
々
に
来
訪
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
が
今
�
喫

緊
の
課
題
だ
と
思
う
�

問
い

　﹁
古
事
記
１，
３

０
０
年
﹂�﹁
和
歌
発
祥

の
地
﹂に
相
応
し
い
�
全

国
版
の
短
歌
・
俳
句
大
会

の
復
活
は
出
来
な
い
か
�

そ
の
た
め
に
は
す
そ
野

の
拡
大
も
必
要
と
思
わ

土
江
良
治

土
江
良
治

小
水
力
発
電
所
設
置
で

周
辺
活
性
化
を

問
い

　福
島
第
一
原
発

事
故
に
よ
る
稲
わ
ら
汚

染
は
�
雲
南
市
の
畜
産

に
も
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
い
る
�
脱
原
発
社

会
を
目
指
す
べ
き
で
は

な
い
か
�

市
長

　短
期
的
に
は
原

発
の
安
全
対
策
を
講
じ

る
こ
と
�
長
期
的
に
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
�

が
原
発
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
�
と
し
て
認
知
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
だ
�

問
い

　中
国
電
力
に
原

発
か
ら
の
撤
退
を
求
め

る
べ
き
だ
�
島
根
原
発

の
稼
動
に
は
�
雲
南
市

を
含
む
周
辺
自
治
体
の

同
意
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
�

市
長

　島
根
県
が
基
礎

自
治
体
を
代
表
し
て
安

全
協
定
に
参
加
し
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
の

で
�
基
礎
自
治
体
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
県
・
中
電

に
言
�
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
�
同
意
を

必
要
と
す
る
立

場
か
ら
中
電
と

雲
南
市
と
の
安

全
協
定
締
結
を

言
�
て
い
く
の

が
一
番
の
方
法

だ
�

問
い

　世
界
で

は
福
島
原
発
事

故
以
前
か
ら
自

然
エ
ネ
ル
ギ
�

活
用
が
大
き
く

前
進
し
て
い
る
�

細
田

　
実

細
田

　
実

原
発
稼
動
に
は
�
周
辺
自
治
体
の

同
意
が
必
要
で
は
な
い
か

問
い

　東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
�
家
具
転

倒
防
止
器
具
支
給
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　災
害
等
に

備
え
た
転
倒
予
防
対
策

の
啓
発
を
し
て
い
く
�

問
い

　医
療
情
報
を
保

管
し
て
お
く
救
急
医
療

情
報
キ
�
ト
の
導
入
を

す
べ
き
だ
�

総
務
部
長

　地
域
防
災

組
織
の
育
成
を
図
り
�

災
害
時
要
援
護
避
難
支

援
モ
デ
ル
事
業
等
を
活

用
し
拡
大
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
�

問
い

　交
通
弱
者
�
買

い
物
難
民
地
域
の
解
消

支
援
事
業
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
�

健
康
福
祉
部
長

　今
住

民
ア
ン
ケ
�
ト
を
実
施

し
て
い
る
�
今
後
は
住

民
の
ニ
�
ズ
に
対
応
出

来
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
�

問
い

　子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
�
小
児
用
肺
炎

菌
の
ワ
ク
チ
ン
助
成
事

業
が
今
年
度
で
終
了
す

る

が
�
是

非
継
続
す

べ
き
事
業

だ
�

健
康
福
祉

部

長

　県

の
子
宮
頸

が
ん
等
の

ワ
ク
チ
ン

摂
取
緊
急

促
進
事
業

を
利
用
し

て

い

る
�

市
と
し
て

村
尾
晴
子

村
尾
晴
子

買
い
物
難
民
地
域
の

解
消
支
援
事
業
は

市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
�
ビ

ジ
�
ン
で
は
�
市
内
使

用
エ
ネ
ル
ギ
�
の
９
％

が
賄
え
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
�
具
体
的
目
標

を
立
て
取
り
組
む
べ
き

だ
�

市
長

　目
標
を
立
て
�

ど
う
ア
プ
ロ
�
チ
す
る
か

意
識
し
�
対
策
す
る
必

要
が
あ
る
�
新
エ
ネ
ル

ギ
�
ビ
ジ
�
ン
の
見
直

し
も
含
め
自
然
エ
ネ
ル

ギ
�
活
用
に
取
り
組
む
�

れ
る
が
�

教
育
長

　新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
よ
り
�
市

内
小
中
学
校
で
は
短
歌

俳
句
が
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
�

　木
次
町
で
は
木
村
哲

ふ
る
さ
と
文
学
賞
短
歌

大
会
が
毎
年
開
か
れ
る

な
ど
�
地
域
の
皆
様
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
る
�

全
国
大
会
の
復
活
は
過

去
行
政
取
り
組
み
の
経

験
か
ら
�
何
よ
り
も
一

般
の
応
募
が
少
な
い
こ

と
な
ど
問
題
点
が
あ
る
�

中
止
に
至
�
た
経
緯
も

理
解
し
て
欲
し
い
�

問
い

　平
成
25
年
の
三

次
ジ
�
ン
ク
シ
�
ン
ま

で
の
高
速
道
開
通
に
よ

る
経
済
へ
の
影
響
額
と
�

そ
れ
に
対
す
る
市
内
へ

の
誘
導
策
は
あ
る
か
�

政
策
企
画
部
長

　影
響

額
は
県
が
調
査
中
�
誘

導
策
は
吉
田
チ
�
�
ン

ベ
�
ス
隣
で
整
備
予
定

の
�
活
性
化
施
設
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
よ

る
誘
導
を
考
え
て
い
る
�

ま
た
�
市
内
道
路
へ
の

観
光
案
内
看
板
設
置
等

を
県
に
要
請
し
て
い
る
�

観
光
施
策
の
展
開
と
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
施

策
を
積
極
的
に
進
め
た

い
�

問
い

　誘
導
策
の
青
写

真
は
あ
る
の
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
内

の
経
済
団
体
と
の
連
携

協
議
を
進
め
�
独
自
の

観

光

ル

�

ト

や

メ

ニ
�
�
も
滞
在
型
を
含

め
線
か
ら
面
に
す
べ
く

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
�

問
い

　国
道
54
号

の
広
島
行
き
高
速

バ
ス
ル
�
ト
変
更

へ
の
対
策
は
�

政
策
企
画
部
長

県
や
沿
線
自
治
体

と
三
次
市
で
対
策

を
協
議
す
る
場
を

設
け
検
討
し
て
い

く
�

問
い

　県
・
Ｊ
Ａ
・

商
工
会
・
飯
南
町

で
活
性
化
検
討
会

発
足
の
話
が
あ

る
�
積
極
的
に
参

加
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

吉
井

　
傳

吉
井

　
傳

高
速
道
路
開
通
後
の

地
域
活
性
化
策
は

市
長

　高
速
化
に
向
け

沿
線
活
性
化
策
の
検
討

は
広
域
連
合
や
斐
伊
川

サ
ミ
�
ト
等
で
行
�
て

い
る
が
話
が
あ
れ
ば
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
�

問
い

　耕
作
放
棄
地
対

策
は
進
行
し
て
い
る
か
�

産
業
振
興
部
長

　市
内

11

　解
消
し
た
�
再
生

交
付
金
等
を
活
用
し
営

農
組
織
や
共
同
作
業
方

式
の
推
進
を
支
援
す
る
�

も
継
続
を
考
え
て
い
る
�

問
い

　年
々
上
が
る
国

保
料
に
対
す
る
苦
情
�

相
談
に
つ
い
て
�
ど
の

様
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
�

市
民
環
境
部
長

　保
険

者
の
医
療
費
の
高
騰
�

後
期
高
齢
者
医
療
へ
の

支
援
金
�
介
護
納
付
金

の
増
加
に
よ
り
国
保
会

計
の
健
全
化
の
た
め
に

健
康
長
寿
�
生
涯
現
役

を
全
う
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
�

ha

整
備
中
の
吉
田
チ
�
�
ン
ベ
�
ス

西
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
施
設

小
水
力
発
電
に
期
待
で
き
る
各
地
の
用
水
路

子宮けいがん予防パンフレット
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や
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検
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に
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と
ま
が
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い
�

市
内
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の
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性
化

の
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に
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小
水
力

発
電
の
実
証
実
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取

組
む
べ
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と
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が
�

政
策
企
画
部
長

　い
ま

は
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
�

ビ
ジ
�
ン
に
お
け
る
森

林
バ
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ス
活
用
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
を
ま
ず
重

点
的
に
取
組
ん
で
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き

た
い
�

市
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　市
内
の
地
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資
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の
よ
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に
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�

こ
れ
を
情
報
発
信
し
て

多
く
の
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な
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が
今
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と
思
う
�

問
い

　﹁
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０
０
年
﹂�﹁
和
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発
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地
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応
し
い
�
全

国
版
の
短
歌
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俳
句
大
会

の
復
活
は
出
来
な
い
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�

そ
の
た
め
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す
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野

の
拡
大
も
必
要
と
思
わ

土
江
良
治

土
江
良
治

小
水
力
発
電
所
設
置
で

周
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活
性
化
を

問
い

　福
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第
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原
発

事
故
に
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稲
わ
ら
汚
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は
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市
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産

に
も
深
刻
な
影
響
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与

え
て
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る
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原
発
社

会
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す
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で
は

な
い
か
�
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期
的
に
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発
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講
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と
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発
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周
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必
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と
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が
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�

市
長

　島
根
県
が
基
礎

自
治
体
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か
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を
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ル
事
業
等
を
活

用
し
拡
大
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
�

問
い

　交
通
弱
者
�
買

い
物
難
民
地
域
の
解
消

支
援
事
業
の
取
り
組
み

は
ど
う
か
�

健
康
福
祉
部
長

　今
住

民
ア
ン
ケ
�
ト
を
実
施

し
て
い
る
�
今
後
は
住

民
の
ニ
�
ズ
に
対
応
出

来
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
�

問
い

　子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
�
小
児
用
肺
炎

菌
の
ワ
ク
チ
ン
助
成
事

業
が
今
年
度
で
終
了
す

る

が
�
是

非
継
続
す

べ
き
事
業

だ
�

健
康
福
祉

部

長

　県

の
子
宮
頸

が
ん
等
の

ワ
ク
チ
ン

摂
取
緊
急

促
進
事
業

を
利
用
し

て

い

る
�

市
と
し
て

村
尾
晴
子

村
尾
晴
子

買
い
物
難
民
地
域
の

解
消
支
援
事
業
は

市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
�
ビ

ジ
�
ン
で
は
�
市
内
使

用
エ
ネ
ル
ギ
�
の
９
％

が
賄
え
る
と
試
算
さ
れ

て
い
る
�
具
体
的
目
標

を
立
て
取
り
組
む
べ
き

だ
�

市
長

　目
標
を
立
て
�

ど
う
ア
プ
ロ
�
チ
す
る
か

意
識
し
�
対
策
す
る
必

要
が
あ
る
�
新
エ
ネ
ル

ギ
�
ビ
ジ
�
ン
の
見
直

し
も
含
め
自
然
エ
ネ
ル

ギ
�
活
用
に
取
り
組
む
�

れ
る
が
�

教
育
長

　新
し
い
学
習

指
導
要
領
に
よ
り
�
市

内
小
中
学
校
で
は
短
歌

俳
句
が
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
�

　木
次
町
で
は
木
村
哲

ふ
る
さ
と
文
学
賞
短
歌

大
会
が
毎
年
開
か
れ
る

な
ど
�
地
域
の
皆
様
に

は
大
変
感
謝
し
て
い
る
�

全
国
大
会
の
復
活
は
過

去
行
政
取
り
組
み
の
経

験
か
ら
�
何
よ
り
も
一

般
の
応
募
が
少
な
い
こ

と
な
ど
問
題
点
が
あ
る
�

中
止
に
至
�
た
経
緯
も

理
解
し
て
欲
し
い
�

問
い

　平
成
25
年
の
三

次
ジ
�
ン
ク
シ
�
ン
ま

で
の
高
速
道
開
通
に
よ

る
経
済
へ
の
影
響
額
と
�

そ
れ
に
対
す
る
市
内
へ

の
誘
導
策
は
あ
る
か
�

政
策
企
画
部
長

　影
響

額
は
県
が
調
査
中
�
誘

導
策
は
吉
田
チ
�
�
ン

ベ
�
ス
隣
で
整
備
予
定

の
�
活
性
化
施
設
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
よ

る
誘
導
を
考
え
て
い
る
�

ま
た
�
市
内
道
路
へ
の

観
光
案
内
看
板
設
置
等

を
県
に
要
請
し
て
い
る
�

観
光
施
策
の
展
開
と
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
施

策
を
積
極
的
に
進
め
た

い
�

問
い

　誘
導
策
の
青
写

真
は
あ
る
の
か
�

政
策
企
画
部
長

　市
内

の
経
済
団
体
と
の
連
携

協
議
を
進
め
�
独
自
の

観

光

ル

�

ト

や

メ

ニ
�
�
も
滞
在
型
を
含

め
線
か
ら
面
に
す
べ
く

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
�

問
い

　国
道
54
号

の
広
島
行
き
高
速

バ
ス
ル
�
ト
変
更

へ
の
対
策
は
�

政
策
企
画
部
長

県
や
沿
線
自
治
体

と
三
次
市
で
対
策

を
協
議
す
る
場
を

設
け
検
討
し
て
い

く
�

問
い

　県
・
Ｊ
Ａ
・

商
工
会
・
飯
南
町

で
活
性
化
検
討
会

発
足
の
話
が
あ

る
�
積
極
的
に
参

加
す
べ
き
で
は
な

い
か
�

吉
井

　
傳

吉
井

　
傳

高
速
道
路
開
通
後
の

地
域
活
性
化
策
は

市
長

　高
速
化
に
向
け

沿
線
活
性
化
策
の
検
討

は
広
域
連
合
や
斐
伊
川

サ
ミ
�
ト
等
で
行
�
て

い
る
が
話
が
あ
れ
ば
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
�

問
い

　耕
作
放
棄
地
対

策
は
進
行
し
て
い
る
か
�

産
業
振
興
部
長

　市
内

11

　解
消
し
た
�
再
生

交
付
金
等
を
活
用
し
営

農
組
織
や
共
同
作
業
方

式
の
推
進
を
支
援
す
る
�

も
継
続
を
考
え
て
い
る
�

問
い

　年
々
上
が
る
国

保
料
に
対
す
る
苦
情
�

相
談
に
つ
い
て
�
ど
の

様
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
�

市
民
環
境
部
長

　保
険

者
の
医
療
費
の
高
騰
�

後
期
高
齢
者
医
療
へ
の

支
援
金
�
介
護
納
付
金

の
増
加
に
よ
り
国
保
会

計
の
健
全
化
の
た
め
に

健
康
長
寿
�
生
涯
現
役

を
全
う
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
�

ha

整
備
中
の
吉
田
チ
�
�
ン
ベ
�
ス

西
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
施
設

小
水
力
発
電
に
期
待
で
き
る
各
地
の
用
水
路

子宮けいがん予防パンフレット
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一般質問

問
い

　放
射
性
物
質
セ

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
宮
城

県
産
汚
染
稲
わ
ら
の
未

使
用
分
は
今
後
ど
う
対

策
し
�
処
理
す
る
の
か
�

産
業
振
興
部
長

　９
月

中
旬
ま
で
に
全
て
納
入

業
者
に
引
き
取
り
を
要

請
中
で
あ
る
�

問
い

　家
畜
排
泄
物
の

保
管
と
販
売
に
対
す
る

考
え
は
�

産
業
振
興
部
長

　国
の

暫
定
許
容
値
を
上
回
る

家
畜
排
泄
物
は
�
国
や

県
か
ら
は
利
用
や
譲
渡

を
行
わ
ず
�
農
場
内
に

保
管
し
て
お
く
よ
う
指

導
が
あ
�
た
�
暫
定
許

容
値
を
下
回
る
家
畜
排

泄
物
は
�
利
用
制
限
は

無
い
が
�
万
全
を
期
す

た
め
出
荷
を
停
止
し
販

売
し
な
い
�

問
い

　肥
育
セ
ン
タ
�

に
堆
積
す
る
家
畜
排
泄

物
の
一
時
保
管
に
対
す

る
対
策
は
�

市
長

　早
急
な
対
応
が

必
要
で
�
早
く
場
所
を

特
定
し
�
処

理
の
方
法
を

確

定

し

た

い
�

問
い

　市
長

が
先
頭
に
立

ち
�
ト
�
プ

セ
�
ル
ス
を

行
い
�
市
民

の
総
意
で
安

心
安
全
な
奥

出
雲
和
牛
の

風
評
被
害
を

払
拭
す
る
べ

き
だ
�

市
長

　今
ま

山
﨑
正
幸

山
﨑
正
幸

牛
肉
の
風
評
被
害
払
拭
は

市
民
の
総
意
で

で
以
上
に
積
極
的
な

ト
�
プ
セ
�
ル
ス
に
努

め
�
マ
ス
コ
ミ
等
を
通

じ
風
評
被
害
を
払
拭
し

た
い
�

問
い

　循
環
型
農
業
の

推
進
�
及
び
市
内
稲
わ

ら
の
確
保
の
観
点
か
ら
�

※

Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
導
入
の
考

え
は
�

産
業
振
興
部
長

　成
果

を
検
証
し
積
極
的
に
推

進
に
向
け
考
え
た
い
�

※

Ｗ
Ｃ
Ｓ…

﹁
発
酵
粗
飼
料
﹂

問
い

　行
政
組
織
の
見

直
し
は
統
治
機
構
の
大

転
換
で
あ
る
が
�
一
番

重
要
な
今
後
の
自
主
組

織
の
役
割
�
機
能
に
つ

い
て
検
証
・
検
討
が
さ
れ

て
い
な
い
�
具
体
的
な

役
割
分
担
を
も
と
に
将

来
ビ
ジ
�
ン
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
�

市
長

　時
代
と
と
も
に

行
政
�
住
民
皆
さ
ん
の

果
た
す
役
割
は
変
わ
�

て
き
つ
つ
あ
る
�
そ
れ

ら
を
市
民
・
行
政
・
議
会

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
見
定

め
つ
つ
�
市
に
合
�
た

役
割
分
担
に
よ
る
地
域

づ
く
り
が
�
都
度
検
証

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
�

総
務
部
長

　具
体
的
な

義
務
事
業
に
つ
い
て
は
�

行
政
の
中
で
の
役
割
分

担
�
総
合
セ
ン
タ
�
の

役
割
を
明
確
に
し
て
い

く
�
地
域
づ
く
り
支
援

に
つ
い
て
も
�
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
�

政
策
企
画
部
長

自
主
組
織
の
役

割
・
機
能
強
化
に

つ
い
て
の
検
討
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
�
現
在
の

検
討
に
並
行
し
て

幅
広
い
視
点
で
検

討
し
て
い
く
�

問
い

　大
学
と
の

交
流
・
連
携
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の

内
容
と
戦
略
に
つ

い
て
問
う
�

政
策
企
画
部

　島

根
大
学
の
就
業
力

福
島
光
浩

福
島
光
浩

役
割
分
担
の

明
確
な
将
来
ビ
ジ
�
ン
を
示
せ

育
成
支
援
事
業
に
よ
り
�

24
年
度
か
ら
の
３
年
間
�

市
内
で
活
動
を
行
う
�

地
域
に
入
り
�
地
域
の

課
題
を
知
り
�
解
決
策

を
提
案
す
る
も
の
で
あ

り
�
早
稲
田
大
学
と
の

連
携
を
含
め
�
若
い
力

を
生
か
す
継
続
的
な
取

り
組
み
と
し
な
が
ら
�

県
外
出
身
の
学
生
の
第

２
の
ふ
る
さ
と
に
し
た

い
�

こんな事例がありましたー委員会視察報告ー

　﹁
本
庁
舎
建
設
﹂�﹁
支
所
の
あ
り
方
﹂の
２
点

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
�

　今
回
�
視
察
を
行
�
た
兵
庫
県
宍
粟
市
�
岡

山
県
真
庭
市
�
広
島
県
庄
原
市
の
３
市
は
い
ず

れ
も
複
数
自
治
体
の
対
等
合
併
及
び
内
陸
の
広

域
行
政
区
域
を
有
す
る
な
ど
�
雲
南
市
と
合
併

状
況
が
類
似
し
�
か
つ
合
併
後
に
新
庁
舎
を
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
�

︽
本
庁
舎
建
設
︾

　３
市
と
も
に
�
雲
南
市
と
同
規
模
の
人
口
で
�

本
庁
職
員
数
は
２
５
０
�
３
０
０
人
と
設
定
し

て
建
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち

づ
く
り
の

基
本
理
念

を
踏
ま
え

て
�
市
民

ニ
�
ズ
に

答
え
る
特

色
あ
る
庁

舎
と
し
�

市
民
開
放

や
効
率
性
�

環
境
�
安

全
・
安
心

の
拠
点
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　３
市
と
も
合
併
前
に
庁
舎
位
置
が
決
定
し
て

お
り
�
建
設
位
置
の
是
非
の
議
論
は
無
か
�
た

よ
う
で
す
が
�
財
政
状
況
逼
迫
か
ら
の
庁
舎
機

能
・
規
模
の
大
小
の
議
論
は
少
な
か
ら
ず
あ
�

た
と
の
こ
と
で
し
た
�
３
市
と
も
財
政
面
か
ら

建
築
規
模
を
圧
縮
し
た
結
果
�﹁
も
�
と
大
き

め
に
作
�
て
お
く
べ
き
だ
�
た
﹂と
反
省
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
印
象
深
く
残
り
ま
し
た
�

　ま
た
�
基
金
の
造
成
や
他
の
補
助
金
を
利
用

す
る
な
ど
�
財
政
面
に
お
い
て
計
画
性
の
あ
る

建
設
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　し
か
し
�
い
ず
れ
も
東
日
本
大
震
災
前
の
建

築
で
あ
り
�
防
災
拠
点
と
し
て
の
配
慮
は
あ
�

て
も
�
防
災
意
識
は
今
と
は
違
う
と
感
じ
ま
し

た
�

︽
支
所
の
あ
り
方
︾

　３
市
と
も
広
大
な
面
積
を
有
す
る
山
あ
い
の

市
で
�
合
併
後
�
住
民
サ
�
ビ
ス
の
維
持
・
確

保
の
た
め
�
旧
町
村
単
位
に
支
所
を
置
き
�
一

定
の
職
員
を
配
置
し
て
き
た
よ
う
で
す
が
�
定

員
管
理
計
画
に
お
け
る
職
員
減
と
と
も
に
年
々

縮
小
の
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
�

　と
り
わ
け
新
庁
舎
の
建
設
は
�
本
庁
へ
の
業

務
・
職
員
の
集
約
を
助
長
し
て
い
ま
し
た
�

　い
ず
れ
の
市
も
今
後
と
も
人
件
費
抑
制
と
職

員
削
減
�
事
務
の
効
率
化
を
進
め
つ
つ
�
持
続

可
能
な
組
織
機
構
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

は
�
支
所
の
縮
小
傾
向
は
更
に
進
め
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
で
し
た
�

　尾
原
ダ
ム
は
実
質
的
に
完
成
�
い
よ
い
よ﹁
ダ

ム
対
策
﹂か
ら
元
気
あ
る﹁
周
辺
の
地
域
づ
く
り
対

策
﹂へ
移
行
�
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
が
責
務
と

な
�
て
い
る
�

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
�
本
委
員
会
は﹁
地
域

活
性
化
策
﹂を
テ
�
マ
に
４
つ
の
ダ
ム
の
視
察
研

修
を
行
�
た
�

︿
温
井
ダ
ム
﹀

　龍
姫
湖
と
名
付
け
ら
れ
た
湖
は

﹁
ダ
ム
湖
百
選
﹂に
選
ば
れ
�
広
島
の
主
要
な
観
光

地
で
あ
る
�
西
日
本
随
一
の
ア
�
チ
式
�
洪
水
期

の
管
理
水
位
の
た
め
の
放
流
は
ダ
ム
直
下
の
見
物

場
所
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
て
い
る
�

　活
性
化
へ
の
取
組
み
と
し
て
注
目
し
た
の
は
ダ

ム
本
体
を
ス
ク
リ
�
ン
に
し
て
映
像
と
音
楽
で
彩

る
催
し
と
�
山
道
88
キ
ロ
の
し
わ
い︵
過
酷
︶マ
ラ

ソ
ン
�
尾

原
ダ
ム
で

も
検
討
に

値
す
る
イ

ベ
ン
ト
で

あ
�
た
�

　特
筆
す

べ
き
こ
と

は
�
ダ
ム

管
理
事
務

所
所
長
が

毎
月
１
回

の
﹁
温

井

ダ ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
視
察
報
告

委
員
長

　土
江

良

治

総
務
常
任
委
員
会

　
　視
察
研
修
報
告

委
員
長

　藤
原

信

宏 早
稲
田
大
学
生
の
地
域
活
動
ゼ
ミ

︵
入
間
交
流
セ
ン
タ
�
︶

風
評
被
害
は
モ
�
た
く
さ
ん

木材をふんだんに使った真庭市庁舎（岡山県）

温井ダムを視察
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一般質問

問
い

　放
射
性
物
質
セ

シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
宮
城

県
産
汚
染
稲
わ
ら
の
未

使
用
分
は
今
後
ど
う
対

策
し
�
処
理
す
る
の
か
�

産
業
振
興
部
長

　９
月

中
旬
ま
で
に
全
て
納
入

業
者
に
引
き
取
り
を
要

請
中
で
あ
る
�

問
い

　家
畜
排
泄
物
の

保
管
と
販
売
に
対
す
る

考
え
は
�

産
業
振
興
部
長

　国
の

暫
定
許
容
値
を
上
回
る

家
畜
排
泄
物
は
�
国
や

県
か
ら
は
利
用
や
譲
渡

を
行
わ
ず
�
農
場
内
に

保
管
し
て
お
く
よ
う
指

導
が
あ
�
た
�
暫
定
許

容
値
を
下
回
る
家
畜
排

泄
物
は
�
利
用
制
限
は

無
い
が
�
万
全
を
期
す

た
め
出
荷
を
停
止
し
販

売
し
な
い
�

問
い

　肥
育
セ
ン
タ
�

に
堆
積
す
る
家
畜
排
泄

物
の
一
時
保
管
に
対
す

る
対
策
は
�

市
長

　早
急
な
対
応
が

必
要
で
�
早
く
場
所
を

特
定
し
�
処

理
の
方
法
を

確

定

し

た

い
�

問
い

　市
長

が
先
頭
に
立

ち
�
ト
�
プ

セ
�
ル
ス
を

行
い
�
市
民

の
総
意
で
安

心
安
全
な
奥

出
雲
和
牛
の

風
評
被
害
を

払
拭
す
る
べ

き
だ
�

市
長

　今
ま

山
﨑
正
幸

山
﨑
正
幸

牛
肉
の
風
評
被
害
払
拭
は

市
民
の
総
意
で

で
以
上
に
積
極
的
な

ト
�
プ
セ
�
ル
ス
に
努

め
�
マ
ス
コ
ミ
等
を
通

じ
風
評
被
害
を
払
拭
し

た
い
�

問
い

　循
環
型
農
業
の

推
進
�
及
び
市
内
稲
わ

ら
の
確
保
の
観
点
か
ら
�

※

Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
導
入
の
考

え
は
�

産
業
振
興
部
長

　成
果

を
検
証
し
積
極
的
に
推

進
に
向
け
考
え
た
い
�

※

Ｗ
Ｃ
Ｓ…

﹁
発
酵
粗
飼
料
﹂

問
い

　行
政
組
織
の
見

直
し
は
統
治
機
構
の
大

転
換
で
あ
る
が
�
一
番

重
要
な
今
後
の
自
主
組

織
の
役
割
�
機
能
に
つ

い
て
検
証
・
検
討
が
さ
れ

て
い
な
い
�
具
体
的
な

役
割
分
担
を
も
と
に
将

来
ビ
ジ
�
ン
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
�

市
長

　時
代
と
と
も
に

行
政
�
住
民
皆
さ
ん
の

果
た
す
役
割
は
変
わ
�

て
き
つ
つ
あ
る
�
そ
れ

ら
を
市
民
・
行
政
・
議
会

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
見
定

め
つ
つ
�
市
に
合
�
た

役
割
分
担
に
よ
る
地
域

づ
く
り
が
�
都
度
検
証

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
�

総
務
部
長

　具
体
的
な

義
務
事
業
に
つ
い
て
は
�

行
政
の
中
で
の
役
割
分

担
�
総
合
セ
ン
タ
�
の

役
割
を
明
確
に
し
て
い

く
�
地
域
づ
く
り
支
援

に
つ
い
て
も
�
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
�

政
策
企
画
部
長

自
主
組
織
の
役

割
・
機
能
強
化
に

つ
い
て
の
検
討
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
�
現
在
の

検
討
に
並
行
し
て

幅
広
い
視
点
で
検

討
し
て
い
く
�

問
い

　大
学
と
の

交
流
・
連
携
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の

内
容
と
戦
略
に
つ

い
て
問
う
�

政
策
企
画
部

　島

根
大
学
の
就
業
力

福
島
光
浩

福
島
光
浩

役
割
分
担
の

明
確
な
将
来
ビ
ジ
�
ン
を
示
せ

育
成
支
援
事
業
に
よ
り
�

24
年
度
か
ら
の
３
年
間
�

市
内
で
活
動
を
行
う
�

地
域
に
入
り
�
地
域
の

課
題
を
知
り
�
解
決
策

を
提
案
す
る
も
の
で
あ

り
�
早
稲
田
大
学
と
の

連
携
を
含
め
�
若
い
力

を
生
か
す
継
続
的
な
取

り
組
み
と
し
な
が
ら
�

県
外
出
身
の
学
生
の
第

２
の
ふ
る
さ
と
に
し
た

い
�

こんな事例がありましたー委員会視察報告ー

　﹁
本
庁
舎
建
設
﹂�﹁
支
所
の
あ
り
方
﹂の
２
点

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
�

　今
回
�
視
察
を
行
�
た
兵
庫
県
宍
粟
市
�
岡

山
県
真
庭
市
�
広
島
県
庄
原
市
の
３
市
は
い
ず

れ
も
複
数
自
治
体
の
対
等
合
併
及
び
内
陸
の
広

域
行
政
区
域
を
有
す
る
な
ど
�
雲
南
市
と
合
併

状
況
が
類
似
し
�
か
つ
合
併
後
に
新
庁
舎
を
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
�

︽
本
庁
舎
建
設
︾

　３
市
と
も
に
�
雲
南
市
と
同
規
模
の
人
口
で
�

本
庁
職
員
数
は
２
５
０
�
３
０
０
人
と
設
定
し

て
建
築
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　そ
れ
ぞ

れ
の
ま
ち

づ
く
り
の

基
本
理
念

を
踏
ま
え

て
�
市
民

ニ
�
ズ
に

答
え
る
特

色
あ
る
庁

舎
と
し
�

市
民
開
放

や
効
率
性
�

環
境
�
安

全
・
安
心

の
拠
点
等
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　３
市
と
も
合
併
前
に
庁
舎
位
置
が
決
定
し
て

お
り
�
建
設
位
置
の
是
非
の
議
論
は
無
か
�
た

よ
う
で
す
が
�
財
政
状
況
逼
迫
か
ら
の
庁
舎
機

能
・
規
模
の
大
小
の
議
論
は
少
な
か
ら
ず
あ
�

た
と
の
こ
と
で
し
た
�
３
市
と
も
財
政
面
か
ら

建
築
規
模
を
圧
縮
し
た
結
果
�﹁
も
�
と
大
き

め
に
作
�
て
お
く
べ
き
だ
�
た
﹂と
反
省
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
印
象
深
く
残
り
ま
し
た
�

　ま
た
�
基
金
の
造
成
や
他
の
補
助
金
を
利
用

す
る
な
ど
�
財
政
面
に
お
い
て
計
画
性
の
あ
る

建
設
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
�

　し
か
し
�
い
ず
れ
も
東
日
本
大
震
災
前
の
建

築
で
あ
り
�
防
災
拠
点
と
し
て
の
配
慮
は
あ
�

て
も
�
防
災
意
識
は
今
と
は
違
う
と
感
じ
ま
し

た
�

︽
支
所
の
あ
り
方
︾

　３
市
と
も
広
大
な
面
積
を
有
す
る
山
あ
い
の

市
で
�
合
併
後
�
住
民
サ
�
ビ
ス
の
維
持
・
確

保
の
た
め
�
旧
町
村
単
位
に
支
所
を
置
き
�
一

定
の
職
員
を
配
置
し
て
き
た
よ
う
で
す
が
�
定

員
管
理
計
画
に
お
け
る
職
員
減
と
と
も
に
年
々

縮
小
の
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
�

　と
り
わ
け
新
庁
舎
の
建
設
は
�
本
庁
へ
の
業

務
・
職
員
の
集
約
を
助
長
し
て
い
ま
し
た
�

　い
ず
れ
の
市
も
今
後
と
も
人
件
費
抑
制
と
職

員
削
減
�
事
務
の
効
率
化
を
進
め
つ
つ
�
持
続

可
能
な
組
織
機
構
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

は
�
支
所
の
縮
小
傾
向
は
更
に
進
め
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
で
し
た
�

　尾
原
ダ
ム
は
実
質
的
に
完
成
�
い
よ
い
よ﹁
ダ

ム
対
策
﹂か
ら
元
気
あ
る﹁
周
辺
の
地
域
づ
く
り
対

策
﹂へ
移
行
�
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
が
責
務
と

な
�
て
い
る
�

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
�
本
委
員
会
は﹁
地
域

活
性
化
策
﹂を
テ
�
マ
に
４
つ
の
ダ
ム
の
視
察
研

修
を
行
�
た
�

︿
温
井
ダ
ム
﹀

　龍
姫
湖
と
名
付
け
ら
れ
た
湖
は

﹁
ダ
ム
湖
百
選
﹂に
選
ば
れ
�
広
島
の
主
要
な
観
光

地
で
あ
る
�
西
日
本
随
一
の
ア
�
チ
式
�
洪
水
期

の
管
理
水
位
の
た
め
の
放
流
は
ダ
ム
直
下
の
見
物

場
所
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
�
て
い
る
�

　活
性
化
へ
の
取
組
み
と
し
て
注
目
し
た
の
は
ダ

ム
本
体
を
ス
ク
リ
�
ン
に
し
て
映
像
と
音
楽
で
彩

る
催
し
と
�
山
道
88
キ
ロ
の
し
わ
い︵
過
酷
︶マ
ラ

ソ
ン
�
尾

原
ダ
ム
で

も
検
討
に

値
す
る
イ

ベ
ン
ト
で

あ
�
た
�

　特
筆
す

べ
き
こ
と

は
�
ダ
ム

管
理
事
務

所
所
長
が

毎
月
１
回

の
﹁
温

井

ダ ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
視
察
報
告

委
員
長

　土
江

良

治

総
務
常
任
委
員
会

　
　視
察
研
修
報
告

委
員
長

　藤
原

信

宏 早
稲
田
大
学
生
の
地
域
活
動
ゼ
ミ

︵
入
間
交
流
セ
ン
タ
�
︶

風
評
被
害
は
モ
�
た
く
さ
ん
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議
会
を
傍
聴

　し
て
み
ま
せ
ん
か
？

議
会
を
傍
聴

　し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ダ
ム
活
用
会
議
﹂﹁
温
井
ネ
�
ト
会
議
﹂の
リ
�

ダ
�
的
存
在
で
あ
�
た
こ
と
�

︿
木
屋
川
ダ
ム
﹀

　豊
田
湖
と
名
付
け
ら
れ
�

広
い
湖
面
を
活
か
し
た
漕
艇
の
練
習
や
�
ボ
�

ト
に
よ
る
冬
場
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
は
�
尾
原

で
も
ワ
カ
サ
ギ
養
魚
が
実
証
実
験
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
�
ボ
�
ト
浮
き
桟
橋
に
注
目
し

た
�

︿
弥
栄
ダ
ム
﹀

　中
国
地
方
最
大
級
ス
ケ
�
ル

の
弥
栄
湖
も
多
く
の
湖
畔
施
設
が
設
け
ら
れ

て
い
た
�
水
を
浄
化
す
る
巨
大
噴
水
に
ブ
ラ
�

ク
バ
ス
用
釣
り
ボ
�
ト
に
レ
ン
タ
ル
カ
ヌ
�

の
他
�
遊
覧
船
も
あ
る
な
ど
�﹁
ダ
ム
湖
百
選
﹂

に
相
応
し
い
内
容
�

　湖
畔
に
設
置
さ
れ
た
パ
�
ク
ゴ
ル
フ
場
は

す
ば
ら
し
か
�
た
が
�
一
方
で
維
持
管
理
に

思
い
を
は
せ
る
�
こ
こ
も
浮
桟
橋
を
持
つ
�

︿
土
師
ダ
ム
﹀

　八
千
代
湖
が
湖
名
で
こ
こ
も

﹁
ダ
ム
湖
百
選
﹂�
こ
こ
の
湖
畔
も
諸
施
設
満

載
�
湖
に
は
ウ
ナ
ギ
・
フ
ナ
が
放
流
さ
れ
�
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は﹁
湖
畔
ま
つ
り
﹂﹁
マ
ラ
ソ
ン

大
会
﹂な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
�

　こ
こ
で
注
目
し
た
の
は
湖
上
の
花
火
大
会
�

尾
原
ダ
ム
で
も
活
性
化
対
策
の
一
環
と
し
て

検
討
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
�

︿
ま
と
め
﹀

　ど
の
ダ
ム
も
右
肩
上
が
り
の
時

代
の
う
ら
や
ま
し
い
施
設
群
�
そ
し
て
現
在

は
右
肩
下
が
り
�
施
設
活
用
検
討
中
も
あ
れ

ば
�
老
朽
化
を
契
機
に
規
模
縮
小
検
討
中
も

あ
�
た
�
リ
�
ダ
�
の
存
在
や
ア
イ
デ
ア
な

ど
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
研
修
視
察
で
あ
�
た
�

　平
成
23
年
９
月
定
例
会
は
�
延

べ
25
名
の
傍
聴
と
吉
田
町
の
田
井

小
学
校
３
・
４
年
生
の
皆
さ
ん
の

見
学
が
あ
り
ま
し
た
�

　傍
聴
・
見
学
に
つ
い
て
詳
し
く

は
�　雲

南
市
議
会
事
務
局

　
　電
話︵
０
８
５
４
︶

　
　
　
　
　
　４
０―

１
０
０
４

　ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
�

議会活動、議会広報、議会ホー
ムページについてご意見やご感
想などお気づきの点をお寄せく
ださい。（回答が必要な場合はご
連絡先を明記してください）

お待ちしています

雲南市議会事務局

ご意見 　台
風
が
通
り
過
ぎ
、
暖
か
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

日
は
秋
雨
で
す
が
、
穏
や
か
な
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　我
が
家
の
柿
の
木
、
昨
年
は
た
だ
の
一
個
だ
け
実
を
つ
け
ま
し
た

が
、
今
年
は
平
年
並
み
に
実
が
つ
い
て
い
ま
す
。
自
然
の
力
に
は
驚

く
ば
か
り
で
す
。

　そ
し
て
、
人
間
は
。

　東
日
本
大
震
災
の
甚
大
な
被
害
は
、
私
た
ち
の
気
持
ち
に
深
い
衝

撃
を
与
え
ま
し
た
。
ヒ
ト
の
行
為
の
小
さ
さ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
同
時
に
、
そ
ん
な
中
で
の
、
懸
命
な
救
援
活
動
、
数
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
。
衣
食
住
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、

瓦
礫
の
中
か
ら
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
家
族
写
真
を
収
集
・
再
生
す
る
な

ど
、
心
の
い
や
し
の
分
野
に
ま
で
活
動
は
広
が
り
ま
し
た
。

　人
の
暖
か
い
復
元
力
に
も
感
動
で
す
。

　も
う
す
ぐ
、
我
が
地
区
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
近
所
で
声
か

け
合
っ
て
家
を
出
る
と
き
か
ら
訓
練
は
始
ま
る
計
画
で
す
。「
特
別
な

介
助
が
必
要
な
人
は
ど
げ
し
て
あ
げ
る
だ
ぁ
」、「
担
架
は
ど
げ
す
る
」、

「
炊
き
出
し
の
大
鍋
は
、
湯
が
わ
く
ま
で
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
だ
ぁ

か
ぁ
」活
発
な
検
討
が
続
い
て
い
ま
す
。

　そ
こ
に
は
、
今
ま
で
と
ひ
と
味
違
う
真
剣
さ
と
暖
か
い
気
持
ち
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　そ
れ
も
東
日
本
大
震
災
の
深
い
衝
撃
が
も
た
ら
し
た
一
つ
で
し
ょ

う
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

　西

　村

　雄
一
郎

副
委
員
長

　高

　橋

　雅

　彦

委

　
　員

　佐

　藤

　隆

　司

周

　藤

　正

　志

土

　江

　良

　治

村

　尾

　晴

　子

周

　藤

　
　
　強

編
集
後
記

雲南市議会のホームページを開設しています 雲南市議会 検索
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

MAIL：gikai@city.unnan.
　　　　　　　　shimane.jp

電話：（0854）４０－１００４
FAX：（0854）４０－１００９

田井小学校３・４年の議会見学
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